
CSTI世界と伍する研究大学専門調査会中間まとめ（案）

〇基本計画におけるSociety5.0社会の実現に向けては、我が国の研究⼤学の在り様をリデザインし、３％程度の事業成⻑を前提に、カーボン
ニュートラルやDXなどの社会課題の解決や⽇本が世界を凌駕する成⻑分野の創出など産業界や学術界、地域、⾏政など多様な主体を巻き
込みながら、グローバル社会の変⾰を牽引する活動を展開することをミッションとすることが必要。
〇そのためには、事業戦略・財務戦略とそれを⽀える強靭なガバナンスを有し、⼤学を取り巻く社会と対話しその共感を引き出すことで柔
軟性のある持続可能な成⻑を実現する「経営体」を⽬指すことが必要。
〇⾼度な教育研究環境を実現するのに必要な多様な財源の獲得を含む経営の⾼度な⾃律性、⾃由裁量が必要

１．世界と伍する研究⼤学の⽬指すべき姿

２．世界と伍する研究⼤学の在り⽅

■教育研究システムの在り⽅
〇研究環境の充実、⼈事制度の変⾰等により世界的な研究者マーケット
で優秀な研究者を獲得できるようにすることが必要。
〇優秀な博⼠課程学⽣を研究者として処遇するとともに、若⼿研究者の
⾃由な流動性を確保し、競争的な環境の中で処遇。
〇これら教学に関する事項の実質的な責任者としての「プロボスト」の
設置が必要。
〇⼤学経営⼈材の資質向上や外部⼈材の活⽤、研究⽀援者の積極採⽤。

■事業・財務戦略の在り⽅
〇⼤学全体として財源に裏付けされた事業戦略が必須。その際、学内
のセグメントごとの財務状況の把握が必要。
〇⼤学全体の事業戦略、財務戦略を⽴案し、責任をもって実⾏に移す
「事業財務担当役員（CFO）」の設置が必要。
〇⼤学⾃⼰資⾦の拡充のためには、ビジョンの提⽰によりステークホ
ルダーからの共感を引き出し、執⾏部主導のファンドレイジング、ベ
ンチャー育成、既存企業との連携による新たな価値の創出等が必要。

■ガバナンスの在り⽅
〇世界と伍する研究⼤学のミッションに照らせば、⼤学のビジョンや事業・財務戦略の策定、それらを実⾏する学⻑の選考と監督と
いった⼤学経営に関する重要事項を、学内外のステークホルダーが共に議論、共有を⾏う最⾼意思決定機関としての合議体が必要。
〇合議体の構成員は⼤学のミッションを理解し、その実現に向けて強い使命感と責任感が必要であり、また、構成員がその決定につ
いて責任を持つ制度とすることが必要。
〇学⻑の選考については、合議体において経営的資質を踏まえ、⼤学内外から適任者を選考できることが必要。
〇世界と伍する研究⼤学に特化したガバナンスコードを策定するとともに、⼤学内の意思決定過程の公開を通して外部への説明責任
を⾼めていくことが必要。

３．当⾯必要な制度改正等

４．今後の検討予定

 世界と伍する研究⼤学について、既存の⼤学制度の特例としての新たな制度的枠組み（特定研究⼤学制度（仮称））を構築し、⼤学ファンドか
らの⽀援を含め政府による財政的⽀援、規制緩和等を集中的に⾏うことが必要。また、国として適切な関与を⾏うためのアドバイザリーボード
の設置が必要。

 また⼤学の⾃律性・⾃由裁量を⾼める観点から、教育研究組織の改廃⼿続きの緩和、国⼤法⼈における基⾦制度の構築、既存評価の削減、債券
等による⾃⼰資⾦調達機能の拡充等が必要。

 国⽴⼤学法⼈については、合議体のガバナンスを可能とする法制度を導⼊するための法改正が必要。※公⽴⼤学法⼈は改正の必要性を要検討。
⇒具体の制度改正内容については別途、関係省庁において検討を進め、本専⾨調査会の最終報告に反映。

〇⼤学ファンドによる世界と伍する研究⼤学、博⼠学⽣⽀援の要件、⽀援の在り⽅等について検討を⾏い、３．の具体の制度改正内容と併せて、本
年末に最終とりまとめを⾏う予定。
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